
１ 小 学 校

（1）学 校 数
学校数は１４７校（本校１４０校、分校７校）で、前年度と同じである。

（2）学 級 数
学級数は１，６１０学級で、前年度より１２学級減少した。

（3）児 童 数
児童数は３２，２１６人（男１６，４１７人、女１５，７９９人）で、前年度より３７２人（Δ１．１％）減少した。

（4）教 員 数（本務者）
教員数は２，５３４人（男１，０２８人、女１，５０６人）で、前年度より６人減少した。
なお、教員数の中には、特別支援学級担当教員２５５人のほか、産休代替教員１６人、育児休業代替教員

１３人、指導主事１１人、教育委員会事務局等勤務者・その他１４人、留学者・海外日本人学校派遣者３４人、
休職・休業者５４人が含まれる。

本務教員中女性教員の占める割合は５９．４％で、前年度より０．１ポイント上昇した。

（5）理由別長期欠席者数（平成２２年度間）
平成２２年度中に通算して３０日以上欠席した児童は２６３人で、前年度より１人（０．４％）増加した。
主な欠席理由のうち「不登校」は１０９人で、前年度より８人（△６．８％）減少した。

（単位：人）

総　　数 病　　気 経済的理由 不登校 その他

平成17年度間 334            124            -               124            86             

平成18年度間 355            146            -               128            81             

平成19年度間 377            150            -               146            81             

平成20年度間 314            120            -               132            62             

平成21年度間 262            97             -               117            48             

平成22年度間 263           107           -              109           47             

　　　（注）　「不登校」とは、何らかの心理的、情緒的、身体的、あるいは社会的要因・背景により、児童生徒が登校しない

　　　　　　あるいはしたくともできない状況にある者。

　　　　　　　「その他」とは、欠席理由が２つ以上あり（例えば「病気」と「不登校」など）、主たる理由が特定できない者や

　　　　　　家庭の事情等から長期欠席している者、外国での長期滞在、国内、外旅行等で長期欠席している者等。

理　　　　　　　由
区　　　分

表２　理由別長期欠席者数（平成22年度間）

Ⅱ  調 査 結 果 の 概 要

（単位：校、学級、人、％）

うち特別
支援学級

平成18年度 169 153 1,675 43 226 34,287 16,807 2,674 1,609 60.2 (62.7)

平成19年度 164 149 1,640 44 228 33,591 16,326 2,616 1,568 59.9 (62.7)

平成20年度 162 149 1,637 44 243 33,339 16,254 2,596 1,544 59.5 (62.8)

平成21年度 149 140 1,610 29 261 32,762 16,016 2,532 1,502 59.3 (62.8)

平成22年度 147 140 1,622 27 257 32,588 15,871 2,540 1,507 59.3 (62.8)

平成23年度 147 140 1,610 26 255 32,216 15,799 2,534 1,506 59.4 (62.8)

     （　）内全国

学　校　数 学　　級　　数 児　童　数 教員数（本務）

うち女性

表１ 　学校数 ・ 学級数 ・ 児童数 ・ 教員数  

女 性 教 員
構　 成 　比区　　分

総数 総数総数 総数うち本校 うち複式 うち女子
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２ 中 学 校

（1）学 校 数
学校数は６５校（本校６３校、分校２校）で、前年度と同じであった。

（2）学 級 数
学級数は６６９学級で、前年度より８学級減少した。

（3）生 徒 数
生徒数は１６，６２０人（男８，５０７人、女８，１１３人）で、前年度より１４３人（Δ０．９％）減少した。

（4）教 員 数（本務者）
教員数は１，４５７人（男８６９人、女５８８人）で、前年度より１人減少した。
なお、教員数の中には、特別支援学級担当教員１１８人のほか、産休代替教員１２人、育児休業代替

教員４人、指導主事１２人、教育委員会事務局等勤務者・その他４人、留学者・海外日本人学校派遣者
１７人、休職・休業者３９人が含まれる。

本務教員中女性教員の占める割合は４０．４％で前年度より０．１ポイント低下した。

（5）理由別長期欠席者数（平成２２年度間）
平成２２年度中に通算して３０日以上欠席した生徒は６８８人で、前年度より２５人（３．８％）増加した。
主な欠席理由のうち「不登校」は５２６人で、前年度より３６人（７．３％）増加した。

（単位：人）

総　　数 病　　気 経済的理由 不登校 その他

平成17年度間 770            117            1               502            150            

平成18年度間 733            132            1               459            141            

平成19年度間 738            114            1               458            165            

平成20年度間 616            75             1               432            108            

平成21年度間 663            91             -               490            82             

平成22年度間 688           88             -              526           74             

　　　（注）　「不登校」とは、何らかの心理的、情緒的、身体的、あるいは社会的要因・背景により、児童生徒が登校しない

　　　　　　あるいはしたくともできない状況にある者。

　　　　　　　「その他」とは、欠席理由が２つ以上あり（例えば「病気」と「不登校」など）、主たる理由が特定できない者や

　　　　　　家庭の事情等から長期欠席している者、外国での長期滞在、国内、外旅行等で長期欠席している者等。

表４　理由別長期欠席者数（平成22年度間）

区　　　分
理　　　　　　　由

（単位：校、学級、人、％）

うち特別
支援学級

平成18年度 64 63 688 - 92 18,269 8,951 1,512 603 39.9 (41.2)

平成19年度 64 63 695 - 102 18,123 9,035 1,502 601 40.0 (41.4)

平成20年度 64 63 688 1.00   102 17,582 8,801 1,473 602 40.9 (41.5)

平成21年度 65 63 680 - 108 17,344 8,605 1,465 597 40.8 (41.7)

平成22年度 65 63 677 1 116 16,763 8,225 1,458 591 40.5 (41.9)

平成23年度 65 63 669 1 117 16,620 8,113 1,457 588 40.4 (42.1)

うち女子 総数総数 うち本校 総数 うち複式

女 性 教 員
構　 成 　比

     （　）内全国
うち女性

表３　学校数 ・ 学級数 ・ 生徒数 ・ 教員数

学　校　数 学　　級　　数 生　徒　数　 教員数（本務）
区　　分

総数
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（6）卒 業 後 の 状 況
平成２３年３月の卒業者は５，５６８人(男２，８３４人、女２，７３４人）で、前年より５１５人減少した。

ア 進 学 状 況

高等学校等への進学者は５，４９６人（男２，７８７人、女２，７０９人）で、その内訳は、高等学校本科全日制

５，１２４人、高等学校本科定時制１０３人、高等専門学校１６９人、高等学校本科通信制５２人、特別支援

学校高等部本科４８人となっている。
高等学校等進学率（卒業者のうち高等学校等進学者の占める比率）は９８．７％で、前年より０．１ポイント

増加した。
高等学校・高等専門学校等への入学志願者は５，４６４人（男２，７６５人、女２，６９９人）で、その内訳は、

高等学校本科全日制５，１４３人、高等学校本科定時制１０４人、高等専門学校１６９人、特別支援学校
高等部本科４８人となっている。

イ 就 職 状 況

就職者１６人に、高等学校等進学者のうち就職している者２人を加えた就職者総数は１８人で、前年より
３人増加した。

就職率（卒業者のうち就職者総数の占める比率）は０．３％で、前年より０．１ポイント増加した。
産業別の就職先は、最も多いのが第３次産業で１０人と５５．６％を占め、次いで第２次産業が６人で

３３．３％、第１次産業が２人で１１．１％となっている。
また、就職地域別では、県内１７人、県外１人となっている。県外就職率は５．６％で、前年を１．１ポイント

下回った。

左記以外

の  も  の

平成18年度 6,557 3,191 6,390 19 6 3 48 88 97.5 (97.7) 0.8 (0.7)

平成19年度 6,223 3,005 6,075 9 6 1 39 93 97.6 (97.7) 0.7 (0.7)

平成20年度 6,096 2,961 5,991 14 2 0 28 61 98.3 (97.8) 0.5 (0.7)

平成21年度 5,902 2,971 5,811 6 9 -         20 56 98.5 (97.9) 0.4 (0.5)

平成22年度 6,083 3,068 5,995 13 1 -          15 59 98.6 (98.0) 0.2 (0.4)

平成23年度 5,568 2,734 5,496 5 - -         16 51 98.7 (98.2) 0.3 (0.4)

　　　（注）　 １　平成18年度の卒業者数の総数には、「死亡・不詳の者」3人を含む。

                 ２　就職進学者は、それぞれの進学先に計上した。

                 ３　高等学校等進学者には、高等学校の本科（全日制、定時制、及び通信制）及び別科、中等教育学校後期課程の本科及び別科、

                 　　高等専門学校、特別支援学校高等部の本科及び別科への進学者が含まれる。

                 ４　「左記以外のもの」とは、家事手伝いをしている者、外国の高等学校等に入学した者、進路が未定であることが明らかな者等の合計である。

就 職 率

表５　状 況 別 卒 業 者 数

就職者

（　）内全国

卒業者数

総　数 うち女

(単位：人、％）

( 　)内全国

高 等 学 校
等 進 学 率高等学校

等進学者

専修学校
(高等課程)

進 学 者

専修学校
(一般課程)

等進学者

公共職業
能

力開発施
設

等入学者

総　数　 うち県外 総　数　 うち県外 総　数　 うち県外 総　数　 うち県外 総　数　 うち県外

平成18年度 51      1        1        -        24      -        24      1        2        -        2.0 (9.1)

平成19年度 41      2        1        -        9        -        25      2        6        -        4.9 (10.4)

平成20年度 29      3        4        -        8        1        16      2        1        -        10.3 (10.1)

平成21年度 21      4        1        -        3        -        15      2        2        2        19.0 (10.1)

平成22年度 15      1        1        -        4        -        9        1        1        -        6.7 (9.7)

平成23年度 18      1       2       -       6       -       10      1       -       -       5.6 (10.7)

（単位：人、％）

表６　産 業 別 就 職 者 数

第３次産業 そ　の　他 県外就職率
区　　分

（　）内全国

就　職　者 第１次産業 第２次産業
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３ 高 等 学 校

（1）学 校 数
学校数は３１校（本校）で、前年度と同じである。
課程別にみると、全日制２７校、定時制２校、併置２校となっている。

（5）卒 業 後 の 状 況
平成２３年３月の卒業者は５，４６８人(男２，７８０人、女２，６８８人）で、前年より１９人減少した。

（２）学 科 数
大学科数は５０学科（全日制４６学科、定時制２学科、併置２学科）で前年度より１学科（全日制）増加した。
内訳は、普通科が１７学科と最も多く、次いで、商業科が６学科、工業科・家庭科・総合学科が各５学科となっている。

（３）生 徒 数

生徒数は１６，６４９人（男８，２０６人、女８，４４３人）で、前年度より５２３人（Δ３．０％）減少した。
課程別にみると、全日制１６，１７１人（本科１５，９８２人、専攻科１８９人）、定時制（本科）４７８人で、前年度より、

全日制は４８９人（Δ２．９％）減少、定時制は３４人（Δ６．６％）減少した。
本科の入学状況についてみると、本科の入学者５，３１１人のうち、他県所在の中学校卒業者及び中等教育学校

前期課程修了者は１３７人で入学者全体の２．６％（前年度３．２％）を占め、過年度中学校卒業者及び中等教育学校
前期課程修了者は２７人で入学者全体の０．５％（前年度０．４％）を占めている。

（４）教 員 数（本務者）
教員数は１，４３５人（男１，０２９人、女４０６人）で、前年度より４１人減少した。
設置者別にみると、公立は１，１４９人（男８３２人、女３１７人）で前年度より４１人減少し、私立は２８６人（男１９７人、

女８９人）で前年度と同じである。

（単位：校、人、％）

平成18年度 31 24 7 18,665 9,415 9,250 1,589 1,137 452 11.7 (14.1)

平成19年度 31 24 7 18,012 9,128 8,884 1,551 1,097 454 11.6 (14.0)

平成20年度 31 24 7 17,698 8,971 8,727 1,530 1,087 443 11.6 (14.0)

平成21年度 31 24 7 17,181 8,630 8,551 1,490 1,055 435 11.5 (14.0)

平成22年度 31 24 7 17,172 8,503 8,669 1,476 1,039 437 11.6 (14.1)

平成23年度 31 24 7 16,649 8,206 8,443 1,435 1,029 406 11.6 (14.1)

教員１人当
たり生徒数
（　）内全国

表７　 学 校 数  ・ 生 徒 数  ・  教 員 数

男 女 総 数 男
区　　分

生　　徒　　数 教　員　数（本務者）

女公 立 私 立 総 数総 数

学　　校　　数

(単位：人、％）

平成18年度 6,240 3,156 2,675 1,326 397 71 1,497 85 177 42.9 (49.3) 24.2 (18.0)

平成19年度 6,085 3,016 2,669 1,142 492 46 1,496 79 151 43.9 (51.2) 24.9 (18.5)

平成20年度 5,719 2,808 2,493 1,125 456 49 1,398 54 143 43.6 (52.8) 24.7 (19.0)

平成21年度 5,752 2,843 2,505 1,003 573 37 1,394 77 157 43.6 (53.9) 24.3 (18.2)

平成22年度 5,487 2,688 2,467 1,000 577 72 1,133 87 151 45.0 (54.3) 20.7 (15.8)

平成23年度 5,468 2,688 2,399 1,057 510 64 1,205 72 156 43.9 (53.9) 22.2 (16.3)

(注) 卒業者数の総数には、平成18年度12人、平成19年度10人、平成20年度1人、平成21年度6人、平成23年度5人の

　　　「死亡・不詳の者」を含む。

表８　状 況 別 卒 業 者 数

区　　分 就職者
就　職　率

（　）内全国 （　）内全国

卒 業 者 数

総　数

左 記 以
外のもの

大　学　等
進　学　率

うち女

一 時 的
な 仕 事
に 就 い
た 者

大 学 等
進 学 者

専修学校
(専門課

程)進学者

専修学校
(一般課

程)等入学
者

公共職業
能力開発
施設等入

学者
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ア 進 学 状 況

卒業者のうち、大学等進学者は２,３９９人（男１,１２８人、女１,２７１人）で、その内訳は、大学（学部）が１,８１９人
で

大学等進学者の７５．８％を占め、次いで、短期大学（本科）が４２３人で１７．６％、高等学校専攻科が１５４人で
６．４％、大学・短期大学の通信教育部が３人で０．１％となっている。

大学等進学率（卒業者のうち、大学等進学者の占める比率）は４３．９％（男４０．６％、女４７．３％）で、前年を
１．１ポイント下回った。

大学（学部）・短期大学（本科）への平成２３年３月卒業者の入学志願者は２，８６３人(男１，４３０人、女１，４３３人)、
入学志願率(卒業者に対する入学志願者の比率）は５２．４％で前年を１．１ポイント下回った。

大学（学部）・短期大学（本科）への入学者は２，２４２人（男１，０４８人、女１，１９４人）、入学率（入学志願者に対する
入学者の比率）は７８．３％で、前年を０．６ポイント下回った。

また、専修学校（専門課程）進学者は１，０５７人（男４５４人、女６０３人）、専修学校（一般課程）等入学者は、５１０人

イ 就 職 状 況

就職者１，２０５人に、大学等進学者、専修学校（専門課程）進学者、専修学校（一般課程）等入学者、公共職業
能力開発施設等入学者のうち就職している者９人を加えた就職者総数は１，２１４人（男７２０人、女４９４人）で、
前年より７８人増加した。

就職率（卒業者のうち就職者総数の占める比率）２２．２％で、前年を１．５ポイント上回った。
職業別にみると、生産工程従事者が最も多く３７４人で３０．８％を占め、次いでサービス職業従事者が２５０人で

２０．６％、販売従事者が１５９人で１３．１％となっている。
産業別にみると、製造業が最も多く３８４人で３１．６％を占め、次いで卸売業、小売業が１８１人で１４．９％、

宿泊業、飲食サービス業が１２０人で９．９％を占めている。
就職地域別にみると、県内９２５人、県外２８９人で就職者総数の２３．８％となり、前年を０．５ポイント下回った。

（単位：％）

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

平成18年度 57.4 58.7 56.0 48.6 46.6 50.5 85.3 81.6 89.2 82.2 78.6 85.6

平成19年度 58.7 60.1 57.3 50.3 48.5 52.0 86.4 82.8 90.4 80.3 75.0 85.4

平成20年度 60.1 61.3 58.9 49.7 48.2 51.2 87.2 83.5 91.1 80.5 76.4 84.6

平成21年度 61.2 62.3 60.0 51.7 51.9 51.6 87.4 83.6 91.4 79.5 72.4 86.7

平成22年度 61.8 62.9 60.6 53.5 54.1 52.9 87.2 83.4 91.2 78.9 73.0 85.3

平成23年度 61.2 61.9 60.5 52.4 51.4 53.3 87.3 83.5 91.3 78.3 73.3 83.3

表９　　大学・短期大学への入学志願率・入学率

入　　　　学　　　　率入　学　志　願　率

区　　分 全　国　平　均 鳥 取 県 平 均 全　国　平　均 鳥 取 県 平 均

（単位：人、％）

総　数 構成比  （ ）内全国 大阪 島根 東京 岡山 兵庫 広島 神奈川 愛知 京都 山口 その他

平成18年度 1,507 314 20.8 (19.3) 76 44 25 38 30 16 7 12 20 15 31

平成19年度 1,513 323 21.3 (20.2) 96 26 26 31 35 27 2 14 13 14 39

平成20年度 1,413 354 25.1 (20.8) 109 38 20 36 22 40 5 18 13 15 38

平成21年度 1,399 386 27.6 (21.9) 115 28 32 30 38 40 3 17 9 15 59

平成22年度 1,136 276 24.3 (19.6) 59 32 20 22 34 45 8 8 13 7 28

平成23年度 1,214 289 23.8 (19.0) 56 62 17 25 28 35 3 8 9 5 41

区　　分

表１０　　県 外 就 職 者 数

う　　ち　　県　　外　　就　　職　　者　　数
就職者数
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４ 特別支援学校

（1）学校数及び在学者数
学校数は１０校で、前年度と同じである。設置者別にみると、国立１校、公立９校となっている。
在学者は８３２人（男５２０人、女３１２人）で、前年度より７人増加した。

（2）教 員 数 （本務者）
教員数は６３２人（男２３０人、女４０２人）で、前年度より１３人増加した。

５ 幼 稚 園

（1）園 数
幼稚園数は３９園で前年度同じである。
設置者別にみると、国立１園、公立１０園、私立２８園となっている。

（2）学 級 数
学級数は２２８学級で、前年度より４学級増加した。
１学級当たりの幼児数は１９．１人（前年度２０．０人）で、前年度より０．９人減少した。

（3）在 園 者 数
在園者は４，３４４人（男２，２０６人、女２，１３８人）で、前年度より１４２人減少した。
就園率（小学校第１学年に対する幼稚園修了者数の比率）は３３．６％（前年度３２．５％）で、
前年度より１．１ポイント増加した。

（4）教 員 数 （本務者）
教員数は４３９人で、前年度より５人増加した。
教員１人当たりの幼児数は９．９人（前年度１０．３人）で、前年度より０．４人減少した。

６ 専 修 学 校

（1）学 校 数
学校数は２３校で、前年度と同じである。
設置者別にみると、公立４校、私立１９校となっている。

（2）課 程 ・ 学 科 数
学科数は４０学科で、課程別にみると、高等課程６学科、専門課程２８学科、一般課程６学科となっている。

（3）生 徒 数
生徒数は１，８５６人（男７２３人、女１，１３３人）で、課程別にみると、高等課程２５４人、専門課程１，２７６人、
一般課程３２６人となっている。

（4）教 員 数 （本務者）
教員数は１７８人（男８８人、女９０人）で、前年度より２人減少した。

（4）卒 業 者 数 （平成２２年度間）
卒業者数は７５９人（男３２４人、女４３５人）で、課程別にみると、高等課程９１人、専門課程４２６人、一般課程
２４２人となっている。
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８ 不就学学齢児童生徒

（1）就学免除・猶予者
学齢児童（６歳～１１歳）・学齢生徒（１２歳～１４歳）のうち、就学免除者はいなかった。
また、就学猶予者は、学齢児童５人（男４人、女１人）となっている。

（2）死 亡 者
平成２２年度間に死亡した者は６人（学齢児童５人、学齢生徒１人）となっている。

７ 各 種 学 校

（1）学 校 数
学校数は１３校で、前年度と同じである。
設置者別にみると、公立１校、私立１２校となっている。

（2）課 程 数
課程数は１３課程で、内訳は、自動車操縦９、予備校３、保育士養成１となっている。

（3）生 徒 数
生徒数は１，３５６人（男８１２人、女５４４人）で、前年度より１０２人増加した。

（4）教 員 数 （本務者）
教員数は３５８人（男３３０人、女２８人）で、前年度より３人減少した。
設置者別にみると公立４人、私立３５４人となっている。

（4）卒 業 者 数 （平成２２年度間）
卒業者数は１７，１９４人（男１０，６５８人、女６，５３６人）となっている。
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